
■
■
展

望
■
■

「
書
く
こ
と
」
の
歴
史
を
問
う
た
め
に

―
―
研
究
視
座
と
し
て
の
「
日
記
文
化
」
の
可
能
性
と
学
際
的
・
国
際
的
連
携
―
―

田

中

祐

介

近
年
、
日
記
、
自
伝
、
私
信
、
回
顧
録
な
ど
を
包
含
す
る
「
自
己
証
言

文
」（
エ
ゴ
・
ド
キ
ュ
メ
ン
ト
）
に
関
す
る
学
際
的
・
国
際
的
な
研
究
が
進
ん

で
い
る
。
私
自
身
、
近
代
日
本
の
「
日
記
文
化
」
を
扱
う
研
究
プ
ロ
ジ
ェ

ク
ト
を
二
〇
一
四
年
度
か
ら
主
催
し
、
二
〇
一
六
年
九
月
の
学
際
シ
ン
ポ

ジ
ウ
ム
開
催
を
経
て
、
現
在
は
そ
の
成
果
を
公
に
す
べ
く
論
文
集
の
編
集

作
業
を
進
め
て
い
る
。
こ
の
タ
イ
ミ
ン
グ
で
編
集
委
員
会
か
ら
「
文
学

ジ
ャ
ン
ル
以
外
の
資
料
と
文
学
研
究
の
接
続
に
つ
い
て
の
今
後
の
展
望
」

に
つ
い
て
書
く
よ
う
依
頼
を
頂
い
た
。
そ
こ
で
本
稿
で
は
、
プ
ロ
ジ
ェ
ク

ト
の
概
要
と
成
果
を
紹
介
し
、
文
学
研
究
と
の
接
続
を
見
据
え
な
が
ら
、

近
代
日
本
に
お
け
る
「
書
く
こ
と
」
の
歴
史
、
特
に
日
常
的
に
自
己
を
書

き
綴
る
営
み
を
め
ぐ
る
研
究
の
展
望
に
つ
い
て
一
考
し
て
み
た
い
。

研
究
視
座
と
し
て
の
「
日
記
文
化
」

二
〇
一
四
年
九
月
よ
り
、
科
学
研
究
費
助
成
事
業
の
一
環
と
し
て
「
近

代
日
本
の
日
記
文
化
と
自
己
表
象
」
と
題
し
た
研
究
会
を
定
期
開
催
し
て

い
る
。
二
、
三
ヶ
月
に
一
度
の
頻
度
で
、
二
〇
一
六
年
七
月
ま
で
に
計
一

〇
回
を
数
え
た
。
そ
の
活
動
の
成
果
と
し
て
、
二
〇
一
六
年
九
月
一
七
、

一
八
日
に
は
明
治
学
院
大
学
に
て
学
際
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
を
開
催
し
、
研
究

会
で
報
告
を
務
め
た
者
を
中
心
に
計
二
〇
名
が
登
壇
し
た(

)。
報
告
者
の
研

1

究
分
野
は
、
文
学
、
歴
史
学
、
教
育
史
学
、
メ
デ
ィ
ア
史
学
、
社
会
学
、

文
化
人
類
学
な
ど
多
岐
に
わ
た
る
。
主
題
別
に
全
七
セ
ッ
シ
ョ
ン
を
設

け
、
そ
れ
ぞ
れ
に
進
行
役
兼
デ
ィ
ス
カ
ッ
サ
ン
ト
を
配
置
し
た
。
第
一
か

ら
第
七
セ
ッ
シ
ョ
ン
ま
で
の
主
題
は
下
記
の
通
り
で
あ
る
。「
教
育
装
置

と
し
て
の
日
記
、
規
範
化
の
力
学
に
お
け
る
自
己
表
象
」、「
文
学
的
テ
ク

ス
ト
と
し
て
の
日
記
」、「
外
地
に
お
け
る
日
記
、
自
己
表
象
と
ア
イ
デ
ン

テ
ィ
テ
ィ
形
成
」、「『
近
代
日
本
の
日
記
文
化
』
を
浮
き
彫
り
に
し
、
相
対

化
す
る
た
め
に
」、「
教
養
共
同
体
に
お
け
る
読
書
と
日
記
」、「
歴
史
資
料

と
し
て
の
可
能
性
」、「〈
女
学
生
〉
の
文
体
獲
得
と
書
記
行
為
」。
こ
れ
ら
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に
加
え
、
両
日
と
も
冒
頭
で
は
私
が
導
入
役
を
務
め
た
（「
総
論
一

日
記

と
い
う
『
行
為
』」「
総
論
二

日
記
と
い
う
『
遺
産
』」）。
さ
ら
に
第
一
日
目

の
最
後
に
は
、
日
記
の
蒐
集
と
読
み
解
き
の
活
動
を
二
十
年
以
上
続
け
て

い
る
「
女
性
の
日
記
か
ら
学
ぶ
会
」（
千
葉
県
八
千
代
市
）
の
代
表
で
あ
る

島
利
栄
子
氏
と
の
特
別
対
談
、
第
二
日
目
の
最
後
に
は
総
合
討
論
を
設
け

た
。
幸
い
な
こ
と
に
多
く
の
来
場
者
に
恵
ま
れ
、
二
日
間
を
通
じ
て
実
り

あ
る
研
究
発
表
と
討
論
の
時
間
を
共
有
す
る
こ
と
が
で
き
た
。

シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
の
総
論
で
は
「
日
記
文
化
」
を
扱
う
三
つ
の
基
本
的
な

軸
を
提
示
し
た
。
す
な
わ
ち
、
①
「
モ
ノ
と
し
て
の
日
記
」、
②
「
資
料
と

し
て
の
日
記
」、
③
「
行
為
と
し
て
の
日
記
」
で
あ
る
。

①
の
日
記
を
モ
ノ
と
し
て
扱
う
と
は
、
日
記
帳
の
生
産
と
流
通
の
実
態

と
そ
れ
に
ま
つ
わ
る
文
化
を
問
題
に
す
る
こ
と
で
あ
る
。
近
代
日
本
に
お

い
て
日
記
帳
の
出
版
文
化
は
独
特
に
発
達
し
、
ラ
イ
フ
ス
テ
ー
ジ
、
職
業
、

趣
味
等
に
応
じ
た
多
種
多
様
な
日
記
帳
が
出
版
さ
れ
た
。
例
え
ば
一
九
三

六
年
末
の
時
点
で
、
翌
年
用
の
日
記
帳
は
二
〇
以
上
の
出
版
社
か
ら
、
三

〇
〇
種
類
以
上
が
刊
行
さ
れ
た
ほ
ど
で
あ
っ
た(

)。
日
記
帳
は
国
内
の
み
な

2

ら
ず
「
外
地
」
に
も
流
通
し
、
最
適
な
慰
問
物
と
し
て
戦
場
に
も
送
ら
れ

た
。
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
で
は
、
日
本
の
支
配
下
に
あ
る
満
州
と
台
湾
に
お
い

て
複
数
言
語
で
綴
ら
れ
た
日
記
の
書
き
分
け
の
原
理
が
検
証
さ
れ
（
高
媛

報
告
、
大
岡
響
子
報
告
）、
死
を
目
前
に
し
た
学
徒
兵
に
と
っ
て
の
読
書
と

日
記
の
意
味
が
問
わ
れ
た
（
中
野
綾
子
報
告
）。

②
は
特
定
の
日
記
の
資
料
的
価
値
を
明
ら
か
に
す
る
点
で
、従
来
の「
日

記
研
究
」
と
し
て
馴
染
み
深
い
も
の
で
あ
る
。
た
だ
し
後
述
も
す
る
よ
う

に
、
告
白
性
と
真
実
性
が
期
待
さ
れ
る
日
記
は
、
実
際
に
は
虚
実
の
錯
綜

す
る
表
象
空
間
で
も
あ
る
。
北
條
民
雄
は
自
分
の
書
く
も
の
が
「
作
家
の

日
記
」
と
し
て
読
ま
れ
る
こ
と
を
予
想
し
つ
つ
、
同
時
に
創
作
上
の
文
体

の
練
習
場
と
し
て
も
日
記
を
用
い
た
（
大
野
ロ
ベ
ル
ト
報
告
）。
ジ
ュ
ニ
ア

向
け
文
庫
と
し
て
出
版
さ
れ
た
「
非
行
少
女
の
日
記
」
は
、
日
記
原
典
（
そ

の
存
在
す
ら
覚
束
な
い
が
）
の
改
変
と
大
幅
な
創
作
的
要
素
の
加
味
を
経

て
、
作
者
の
私
小
説
と
見
做
さ
れ
る
に
至
っ
た
（
康
潤
伊
報
告
）。
病
床
日

誌
や
銃
後
日
記
を
題
材
に
、
安
易
な
一
般
化
の
誘
惑
に
囚
わ
れ
ず
に
歴
史

資
料
と
し
て
の
可
能
性
を
探
っ
た
報
告
も
あ
っ
た
（
中
村
江
里
報
告
、
梅
藤

夕
美
子
報
告
）。
そ
し
て
私
自
身
は
旧
制
高
等
学
校
の
寮
日
誌
を
題
材
に
、

本
来
は
秘
匿
さ
れ
る
べ
き
「
内
面
の
日
記
」
に
他
者
の
声
が
介
入
し
、
時

に
紙
面
を
炎
上
さ
せ
る
こ
と
の
意
味
を
考
察
し
た
。

最
後
に
③
の
「
行
為
と
し
て
の
日
記
」
は
、
日
常
的
・
習
慣
的
に
書
き

綴
る
行
為
自
体
を
問
題
化
す
る
こ
と
で
あ
る
。
こ
の
視
座
か
ら
の
貴
重
な

先
行
研
究
で
あ
る
西
川
祐
子
『
日
記
を
つ
づ
る
と
い
う
こ
と
』（
吉
川
弘
文

館
、
二
〇
〇
九
）
は
、
日
記
の
内
容
の
み
な
ら
ず
、
個
人
習
慣
、
社
会
慣
習

と
し
て
の
日
記
行
為
の
浸
透
が
書
き
手
の
心
理
や
行
動
を
ど
の
よ
う
に
形

づ
く
る
か
を
重
視
す
る
。
西
川
は
日
記
を
「
国
民
教
育
装
置
」
と
位
置
づ

け
、
そ
れ
に
よ
る
規
範
の
形
成
と
逸
脱
の
ダ
イ
ナ
ミ
ズ
ム
を
明
ら
か
に
し

よ
う
と
し
た
。
今
回
の
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
で
は
西
川
の
研
究
を
踏
ま
え
な
が

ら
、
日
記
を
綴
る
行
為
を
通
じ
た
書
き
手
の
規
範
化
と
逸
脱
の
具
体
相
を

検
討
し
た
。
た
と
え
ば
明
治
二
十
年
代
後
半
に
お
い
て
、
軍
人
向
け
、
学

生
向
け
の
広
告
で
日
記
は「
国
民
的
観
念
を
養
成
せ
し
む
る
」た
め
の「
適
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当
の
方
法
」
と
位
置
づ
け
ら
れ
た
（
柿
本
真
代
報
告
）。
農
村
地
域
に
お
い

て
は
「
農
村
ら
し
い
」
表
現
を
身
に
つ
け
、「
農
民
ら
し
い
」
生
活
を
送
る

た
め
に
日
記
を
書
く
行
為
が
奨
励
さ
れ
た
（
河
内
聡
子
報
告
）。
川
端
康
成

が
称
揚
す
る
少
女
の
「
純
粋
の
声
」
と
い
う
規
範
が
当
時
の
王
朝
日
記
の

再
評
価
と
ど
の
よ
う
に
連
動
し
た
か
を
問
う
報
告
も
あ
っ
た
（
川
勝
麻
里

報
告
）。
ま
た
、
よ
り
広
い
視
野
か
ら
規
範
化
と
文
体
獲
得
と
の
関
係
性

を
問
う
べ
く
、
雑
誌
の
投
稿
欄
を
通
じ
た
少
女
文
体
の
形
成
（
嵯
峨
景
子

報
告
）、「
女
学
生
」
の
規
範
を
体
現
す
る
高
等
女
学
校
に
同
一
化
し
つ
つ

差
異
化
を
図
っ
た
高
等
実
践
女
学
校
の
書
記
文
化
（
徳
山
倫
子
報
告
）、
女

子
高
等
師
範
学
校
に
お
け
る
婦
徳
の
規
範
と
生
徒
の
自
己
表
現
と
の
相
関

性
（
磯
部
敦
報
告
）
が
検
討
さ
れ
た
。

こ
の
よ
う
に
、
教
育
装
置
と
し
て
の
日
記
を
通
じ
た
書
き
手
の
規
範
化

は
、
社
会
階
層
、
教
育
段
階
、
中
央
と
周
縁
、
地
域
性
、
ジ
ェ
ン
ダ
ー
等

に
応
じ
た
様
々
な
位
相
に
お
い
て
為
さ
れ
た
も
の
で
あ
る
。
以
上
に
加
え

て
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
で
は
「
近
代
日
本
」
を
浮
き
彫
り
に
し
、
相
対
化
す
る

た
め
に
、
日
本
中
世
の
日
記
文
化
（
松
薗
斉
報
告
）、
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
の
日
記

文
化
と
研
究
状
況
（
宮
田
奈
奈
報
告
）、
近
現
代
タ
イ
の
日
記
文
化
（
西
田
昌

之
報
告
）
に
も
視
野
を
広
げ
た
。

今
回
の
科
学
研
究
費
助
成
事
業
で
は
、
研
究
を
支
え
る
基
盤
を
整
備
す

べ
く
、
日
記
資
料
の
デ
ー
タ
ベ
ー
ス
化
に
も
取
り
組
ん
で
き
た
。
こ
れ
ま

で
私
に
は
、
大
学
院
時
代
の
恩
師
で
あ
る
故
福
田
秀
一
氏
（
国
文
学
研
究
資

料
館
名
誉
教
授
、
国
際
基
督
教
大
学
元
教
授
）
が
蒐
集
し
た
近
代
日
本
の
日

記
資
料
群
の
書
目
リ
ス
ト
を
作
成
し
た
経
験
が
あ
っ
た
。
そ
の
う
ち
明
治

以
降
に
綴
ら
れ
た
手
書
き
の
日
記
帳
（
計
四
九
二
冊
）
に
つ
い
て
は
詳
細
な

目
録
を
作
成
し
、「
近
代
日
本
の
日
記
帳
」
と
題
し
て
公
に
し
た(

)。
シ
ン
ポ

3

ジ
ウ
ム
で
も
こ
の
コ
レ
ク
シ
ョ
ン
の
日
記
が
活
用
さ
れ
、
大
正
期
の
教
育

実
習
日
誌
に
み
る
学
ぶ
者
か
ら
教
え
る
者
へ
の
転
換（
堤
ひ
ろ
ゆ
き
報
告
）、

昭
和
期
の
役
所
勤
め
の
日
記
に
み
る
プ
ロ
レ
タ
リ
ア
文
学
の
消
費
的
読
書

の
意
味
（
新
藤
雄
介
報
告
）
が
考
察
さ
れ
た
。

二
〇
一
四
年
八
月
か
ら
は
、
先
述
し
た
「
女
性
の
日
記
か
ら
学
ぶ
会
」

が
収
蔵
す
る
約
三
〇
〇
〇
点
の
日
記
・
書
簡
・
家
計
簿
の
目
録
化
に
も
従

事
し
て
い
る
。
個
人
情
報
の
塊
で
あ
る
日
記
の
学
術
的
な
利
用
に
は
慎
重

に
慎
重
を
期
さ
ね
ば
な
ら
な
い
が
、
資
料
の
全
容
把
握
と
安
定
的
な
保
管

の
た
め
に
も
目
録
化
は
欠
か
せ
な
い
。
ま
た
、
こ
れ
ま
で
有
名
無
名
の

人
々
が
綴
っ
た
日
記
が
無
数
に
出
版
さ
れ
て
も
き
た
。
今
後
は
そ
れ
ら
の

デ
ー
タ
ベ
ー
ス
化
を
通
じ
て
、
近
代
日
本
に
お
け
る
日
記
資
料
の
総
体
的

把
握
に
一
歩
踏
み
出
す
と
と
も
に
、
一
人
の
日
記
を
時
系
列
に
読
む
「
つ

づ
け
読
み
」
に
加
え
、
同
時
期
に
綴
ら
れ
た
複
数
の
日
記
を
並
行
し
て
読

み
解
く
「
な
ら
べ
読
み
」
の
環
境
整
備
を
す
べ
き
で
あ
る
と
考
え
て
い
る
。

行
為
と
し
て
の
日
記
を
リ
テ
ラ
シ
ー
史
に
位
置
づ
け
る

｢日
記
文
化
」
の
研
究
に
よ
っ
て
、
近
代
日
本
の
理
解
は
ど
の
よ
う
な
角

度
か
ら
深
め
ら
れ
る
で
あ
ろ
う
か
。
日
記
の
行
為
と
し
て
の
側
面
に
着
目

す
る
な
ら
ば
、
そ
れ
を
読
み
書
き
に
ま
つ
わ
る
歴
史
、
す
な
わ
ち
リ
テ
ラ

シ
ー
史
に
位
置
づ
け
る
こ
と
が
で
き
る
。
デ
ヴ
ィ
ッ
ド
・
ヴ
ィ
ン
セ
ン
ト

が
端
的
に
述
べ
る
よ
う
に
、リ
テ
ラ
シ
ー
の
獲
得
と
実
践
に
よ
っ
て
、人
々
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は
空
間
と
時
間
を
越
え
て
他
者
の
思
想
や
知
識
と
繋
が
る
こ
と
が
可
能
と

な
る(

)。
そ
の
よ
う
な
人
々
の
営
み
が
社
会
構
造
に
及
ぼ
し
た
影
響
と
変
容

4
を
明
ら
か
に
す
る
こ
と
に
、
リ
テ
ラ
シ
ー
史
研
究
の
大
き
な
意
義
が
あ
る

と
言
え
る
。

人
々
は
「
読
む
こ
と
」
の
能
力
を
獲
得
し
た
後
は
、
そ
れ
を
賃
金
を
得

る
た
め
の
職
務
上
に
、
あ
る
い
は
余
暇
の
読
書
に
、
日
々
の
新
聞
閲
読
に

お
い
て
実
践
す
る
。
同
じ
よ
う
に
「
書
く
こ
と
」
の
能
力
も
、
職
務
の
ほ

か
、
日
記
、
手
紙
、
投
書
、
創
作
、
評
論
等
に
活
か
さ
れ
、
人
々
は
自
身

の
思
考
の
産
物
を
公
私
に
発
信
す
る
。
な
か
で
も
日
々
の
出
来
事
や
内
面

を
継
続
的
に
綴
る
日
記
は
、
最
も
日
常
的
な
書
記
行
為
の
反
復
的
実
践
と

位
置
づ
け
ら
れ
よ
う
。
し
か
も
そ
れ
は
、
新
聞
を
読
む
こ
と
と
同
じ
よ
う

に
、
毎
日
の
実
践
を
通
じ
て
習
慣
化
し
、
身
体
化
す
る
。「
新
聞
を
読
ま
な

け
れ
ば
一
日
が
始
ま
っ
た
気
が
し
な
い
」
と
同
じ
気
持
ち
悪
さ
が
、
日
記

を
綴
る
行
為
に
も
当
て
は
ま
る
。
人
に
よ
っ
て
は
、
数
十
年
に
わ
た
り
日

記
を
書
き
続
け
る
こ
と
も
あ
る
。
そ
れ
は
換
言
す
れ
ば
、
日
常
的
に
書
く

行
為
を
通
じ
て
、
不
断
に
自
己
に
向
き
合
う
こ
と
で
も
あ
る
。
近
代
日
本

に
お
い
て
は
修
養
や
人
格
陶
冶
の
イ
デ
オ
ロ
ギ
ー
と
も
相
俟
っ
て
、
自
己

を
書
き
続
け
る
こ
と
の
意
味
が
下
支
え
さ
れ
た
。

自
己
を
綴
る
メ
デ
ィ
ア
と
し
て
の
日
記
に
は
、
先
述
し
た
よ
う
に
告
白

性
と
真
実
性
が
期
待
さ
れ
る
。
し
か
し
そ
れ
は
往
々
に
し
て
、
読
者
の
眼

差
し
を
意
識
し
た
自
己
演
出
の
空
間
で
も
あ
る
。
ど
の
よ
う
に
秘
匿
さ
れ

た
日
記
で
も
、
日
記
を
読
み
返
す
将
来
の
自
分
自
身
を
思
い
浮
か
べ
る
限

り
、
そ
れ
は
紛
れ
も
な
い
読
者
で
あ
り
、
現
在
の
自
己
と
は
異
な
る
他
者

で
あ
る
。
よ
り
公
的
な
性
格
の
強
い
書
記
媒
体
と
同
様
に
、
綴
ら
れ
る
内

容
は
取
捨
選
択
さ
れ
、
虚
実
が
錯
綜
す
る
。
こ
の
意
味
に
お
い
て
、
読
者

を
想
定
し
な
い
日
記
は
な
い
。

ま
し
て
そ
れ
が
「
書
か
さ
れ
る
」
日
記
で
あ
り
、
点
検
者
の
眼
差
し
に

晒
さ
れ
る
場
合
は
な
お
さ
ら
で
あ
る
。
近
代
日
本
の
学
校
教
育
で
は
教
員

が
、
軍
隊
教
育
で
は
上
官
が
日
記
を
点
検
し
、
時
に
赤
字
で
コ
メ
ン
ト
を

付
し
た
。
点
検
者
の
体
現
す
る
規
範
に
沿
う
場
合
は
激
励
が
、
逸
脱
し
た

場
合
は
叱
責
が
加
え
ら
れ
、
日
記
の
内
容
を
是
正
す
る
。
書
き
手
が
綴
る

内
容
は
一
見
自
由
に
み
え
て
、
実
は
決
し
て
そ
う
で
は
な
い
。

例
え
ば
太
平
洋
戦
争
下
の
一
九
四
五
年
、
国
民
学
校
初
等
科
の
少
女
が

綴
っ
た
生
活
の
日
記
に
は
激
高
し
た
教
員
に
よ
る
「
何
を
し
て
ゐ
る
か
！

こ
ん
な
日
記
で
は
だ
め
だ
！
」
と
の
叱
責
と
×
印
が
紙
面
全
体
に
刻
ま
れ

た
（
一
九
四
五
年
三
月
七
日
、【
図

】）。
日
記
を
全
否
定
さ
れ
た
少
女
は
落

1

涙
し
て
反
省
し
、「
今
後
は
、
ど
ん
な
苦
し
い
こ
と
が
あ
つ
て
も
、
硫
黄
島

の
血
戦
を
思
つ
て
、
真
に
、
頑
張
ろ
う
」
と
誓
っ
て
自
国
兵
へ
の
感
謝
と

敵
愾
心
を
積
極
的
に
綴
っ
て
ゆ
く
。
同
じ
く
戦
時
下
の
学
徒
兵
の
軍
隊
日

誌
で
は
、
弱
音
を
吐
い
た
ま
ま
一
日
の
日
記
が
途
絶
す
れ
ば
「
何
ン
デ
モ

記
ス
ン
ダ
恐
ル
ル
ナ
」
と
内
面
吐
露
が
促
さ
れ
（
一
九
四
四
年
一
月
二
七

日
）、
未
記
入
日
に
は
「
日
誌
ヲ
忘
レ
ル
様
ナ
事
デ
ハ
駄
目
ダ
」
と
叱
責
さ

れ
る
（
同
年
二
月
一
四
日
、【
図

】）。
つ
ま
り
日
記
に
は
、
恐
れ
ず
、
怠
る

2

こ
と
な
く
、
偽
ら
ぬ
自
己
の
内
面
を
綴
る
こ
と
が
要
求
さ
れ
る
。
そ
れ
に

従
わ
な
け
れ
ば
健
全
な
軍
人
精
神
の
欠
如
を
疑
わ
れ
る
の
で
あ
る
。

日
記
に
自
己
を
書
き
綴
る
行
為
が
い
わ
ば
「
見
ら
れ
て
い
る
の
に
見
ら
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れ
て
い
な
い
ふ
り
を
す
る
」
約
束
事
で
成
り
立
つ
こ
と
を
如
実
に
示
す
例

も
あ
る
。
一
九
三
二
年
に
綴
ら
れ
た
高
等
女
学
校
生
の
夏
期
休
暇
の
日
記

で
は
、
文
体
が
読
者
を
意
識
し
た
説
明
口
調
に
傾
け
ば
、「
此
の
文
他
人
に

見
せ
る
こ
と
を
予
想
し
て
ゐ
る
。
日
記
は
自
分
が
見
る
も
の
」
と
窘
め
ら

142

【図 1】
『Note Book』（〈近代日本の日記帳コレクション〉288 番）
1945 年 3 月 7 日、8日

【図 2】
『軍隊日記』（同上 266-3 番)
1944 年 2 月 14 日

【図 3】
『夏休の日記』（同上 99-2 番)
1932 年 7 月 27 日



れ
る
（
七
月
二
七
日
、【
図

】）。「
日
記
は
自
分
が
見
る
も
の
」
と
諭
す
教

3

員
自
身
が
紛
れ
も
な
い
「
他
人
」
で
あ
り
読
者
で
あ
る
矛
盾
は
明
ら
か
で

あ
る
。
し
か
し
こ
の
矛
盾
は
日
記
に
綴
る
自
己
の
振
る
舞
い
と
他
者
の
眼

差
し
と
の
関
係
性
の
本
質
を
穿
っ
て
い
る
。

こ
の
よ
う
に
日
記
と
は
、
最
も
日
常
的
な
書
記
行
為
の
反
復
的
実
践
で

あ
り
、
他
者
の
存
在
と
の
意
識
的
・
無
意
識
的
な
せ
め
ぎ
合
い
の
中
で
自

己
に
つ
い
て
書
き
続
け
る
こ
と
に
他
な
ら
な
い
。
日
記
行
為
と
そ
の
文
化

を
近
代
日
本
の
「
書
く
こ
と
」
の
歴
史
に
位
置
づ
け
る
こ
と
で
、
ど
の
よ

う
な
研
究
の
展
望
と
課
題
が
見
通
せ
る
で
あ
ろ
う
か
。

「
書
く
こ
と
」
の
歴
史
を
問
う
た
め
に

従
来
、読
書
文
化
史
の
研
究
の
進
展
に
よ
り
、近
代
日
本
に
お
け
る「
読

む
こ
と
」
の
実
態
が
明
ら
か
に
さ
れ
て
き
た
。
今
日
ま
で
こ
の
問
い
に
向

き
合
い
成
果
を
挙
げ
て
き
た
和
田
敦
彦
が
自
他
の
研
究
成
果
を
体
系
的
に

示
し
た
『
読
書
の
歴
史
を
問
う
』（
笠
間
書
院
、
二
〇
一
四
）
は
、
こ
の
分
野

の
一
つ
の
達
成
点
を
示
す
も
の
と
言
え
る
で
あ
ろ
う
。

こ
の
よ
う
に
近
代
日
本
に
お
け
る
「
読
む
こ
と
」
の
歴
史
の
研
究
が
一

定
の
成
果
を
収
め
る
一
方
、「
書
く
こ
と
」
の
歴
史
は
ど
れ
ほ
ど
問
わ
れ
て

き
た
だ
ろ
う
か
。
従
来
こ
の
主
題
は
文
学
研
究
に
お
い
て
、
ま
ず
は
作
家

の
表
現
史
と
し
て
進
め
ら
れ
て
き
た
と
言
え
る
。
さ
ら
に
書
き
手
の
「
自

己
語
り
」
と
い
う
点
で
は
私
小
説
研
究
の
豊
富
な
蓄
積
が
あ
る
。
一
般
社

会
を
視
野
に
入
れ
た
広
い
文
脈
で
は
、
作
文
教
育
、
新
聞
雑
誌
の
投
稿
、

綴
り
方
教
育
等
に
関
す
る
研
究
も
為
さ
れ
て
き
た
。
一
例
を
挙
げ
れ
ば
、

明
治
三
十
年
代
の
作
文
教
育
を
取
り
上
げ
た
高
橋
修
は
、「
教
育
・
マ
ス
＝

メ
デ
ィ
ア
・
イ
デ
オ
ロ
ギ
ー
（
政
治
）・
文
学
と
い
う
、
別
個
に
研
究
さ
れ

て
き
た
領
域
を
、
横
断
的
に
問
題
化
す
る
」
こ
と
を
通
じ
て
「
国
民
国
家

に
相
応
し
い
子
供
―
―
〈
少
国
民
〉
が
い
か
に
編
成
さ
れ
よ
う
と
し
て
い

た
か(

)」
を
見
出
そ
う
と
の
目
論
見
か
ら
、
作
文
教
育
と
合
わ
せ
て
日
記
教

5
育
に
も
筆
を
割
い
て
い
る
。
近
代
日
本
の
書
記
文
化
を
明
ら
か
に
す
る
た

め
に
示
唆
深
い
こ
の
視
座
か
ら
の
問
い
は
、
し
か
し
今
日
に
至
る
ま
で
充

分
に
探
求
さ
れ
て
き
た
と
は
言
え
な
い
。

日
記
を
主
題
と
し
た
研
究
書
の
刊
行
は
近
年
も
相
次
い
で
い
る
。
既
に

完
結
し
た
『
日
記
に
読
む
近
代
日
本
』（
全
五
冊
、
吉
川
弘
文
館
、
二
〇
一
一

〜
二
〇
一
二
）
の
ほ
か
、
二
〇
一
六
年
に
は
『
日
記
で
読
む
日
本
史
』（
全
二

〇
冊
、
臨
川
書
店
）
の
刊
行
が
始
ま
り
、
新
書
版
の
鈴
木
貞
美
『
日
記
で
読

む
日
本
文
化
史
』（
平
凡
社
新
書
）
も
世
に
出
て
い
る
。
一
ノ
瀬
俊
也
『
近

代
日
本
の
徴
兵
制
と
社
会
』（
吉
川
弘
文
館
、
二
〇
〇
四
）
は
兵
士
の
日
記
や

所
感
を
手
が
か
り
に
日
本
の
軍
隊
教
育
の
一
側
面
を
明
ら
か
に
し
た
。
戦

場
で
綴
ら
れ
た
日
本
・
中
国
・
ア
メ
リ
カ
の
兵
士
の
日
記
を
多
数
分
析
し

た
著
作
と
し
て
、
A
aron
W
illiam
M
oore,W
riting
W
ar:Soldiers

R
ecord
the
Japanese
E
m
pire（
Cam
bridge,M
A
:H
arvard
U
niver-

sity
Press,2013）
が
あ
る
。

国
際
的
な
共
同
研
究
の
成
果
を
ま
と
め
た
も
の
と
し
て
は
、
同
志
社
コ

リ
ア
研
究
セ
ン
タ
ー
に
よ
る
鄭
昞
旭
・
板
垣
竜
太
編
『
日
記
が
語
る
近
代

韓
国
・
日
本
・
ド
イ
ツ
の
共
同
研
究
』（
同
志
社
コ
リ
ア
研
究
セ
ン
タ
ー
、
二

〇
一
四
年
）
が
あ
り
、
論
集
全
体
を
ウ
ェ
ブ
サ
イ
ト
か
ら
ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド
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で
き
る(

)。
同
セ
ン
タ
ー
で
は
二
〇
一
六
年
三
月
五
日
に
も
国
際
シ
ン
ポ
ジ

6

ウ
ム
「
日
記
か
ら
み
た
東
ア
ジ
ア
の
脱
植
民
地
化
と
冷
戦
」
を
開
催
し
て

お
り
、
こ
れ
も
論
文
集
の
一
般
公
開
が
待
た
れ
る
。
日
記
を
含
む
「
自
己

証
言
文
」を
め
ぐ
る
国
際
研
究
は
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
を
中
心
に
様
々
に
あ
る
が
、

私
自
身
も
今
年
は
じ
め
、
韓
国
全
州
の
全
北
大
学
が
主
催
す
る
個
人
文
書

を
主
題
と
し
た
国
際
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
で
報
告
を
お
こ
な
い
、
総
合
討
論
で

は
今
後
の
国
際
連
携
が
提
案
さ
れ
た
（
M
ain
Currents
of
Personal

D
ocum
ent
Study
in
East
A
sia
:Com
parative
Perspectives
on

Com
pressed
M
odernity、
二
〇
一
七
年
一
月
一
五
〜
一
八
日
）。

日
記
や
「
自
己
証
言
文
」
を
扱
う
学
際
的
・
国
際
的
な
研
究
が
進
展
し

つ
つ
あ
る
現
状
に
鑑
み
て
想
起
さ
れ
る
の
は
、『
日
本
近
代
文
学
』
第
九
〇

集
の
「
展
望
」
に
寄
せ
ら
れ
た
イ
ル
メ
ラ
・
日
地
谷
＝
キ
ル
シ
ュ
ネ
ラ
イ

ト
の
次
の
言
葉
で
あ
る
。「
日
本
学
の
よ
う
に
、
あ
る
限
ら
れ
た
地
域
の

文
化
・
文
学
な
ど
を
研
究
す
る
学
問
分
野
は
、
今
ま
で
以
上
に
国
際
的
な

ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
で
結
ば
れ
る
べ
き
だ
と
思
う
。
特
に
文
学
研
究
の
場
合
、

自
分
達
の
浮
沈
を
賭
け
た
こ
れ
か
ら
の
〝
闘
い
〞
の
た
め
に
も
、
国
境
や

言
語
を
越
え
た
対
話
と
連
携
が
か
な
ら
ず
必
要
と
な
る
だ
ろ
う(

)」。
こ
の

7

点
で
は
例
え
ば
日
本
の
近
代
文
学
を
東
ア
ジ
ア
の
観
点
か
ら
再
構
築
す
る

「
東
ア
ジ
ア
と
同
時
代
の
日
本
文
学
フ
ォ
ー
ラ
ム
」
や
国
際
査
読
誌
『
跨

境

日
本
語
文
学
研
究
』
の
今
後
の
展
開
に
も
期
待
さ
れ
よ
う
。
そ
れ
な

ら
ば
日
記
の
よ
う
に
自
己
を
綴
る
メ
デ
ィ
ア
の
文
化
を
学
際
的
・
国
際
的

な
体
制
で
取
り
扱
う
と
き
、
文
学
研
究
か
ら
の
貢
献
は
い
か
に
可
能
で
あ

ろ
う
か
。

も
ち
ろ
ん
特
定
の
作
家
や
そ
の
作
品
の
分
析
を
通
じ
て
貢
献
が
果
た
さ

れ
る
こ
と
も
少
な
か
ら
ず
あ
る
で
あ
ろ
う
。
し
か
し
そ
れ
と
同
様
の
、
あ

る
い
は
そ
れ
以
上
の
可
能
性
は
、
日
記
と
い
う
媒
体
に
向
き
合
う
際
の
研

究
の
作
法
に
見
い
だ
せ
る
。
こ
れ
ま
で
様
々
な
研
究
の
場
を
通
じ
て
痛
感

す
る
の
は
、
言
語
論
的
転
回
を
経
て
各
研
究
領
域
の
方
法
論
が
ま
す
ま
す

精
錬
さ
れ
な
が
ら
、
日
記
は
私
的
な
記
録
の
場
で
あ
る
ゆ
え
に
、
と
も
す

る
と
歴
史
の
隙
間
を
埋
め
る
一
次
資
料
と
単
純
に
見
な
さ
れ
る
こ
と
で
あ

る
。
事
実
と
真
実
へ
の
大
き
な
期
待
か
ら
、
あ
る
い
は
社
会
の
変
動
を
説

明
す
る
理
論
の
傍
証
を
求
め
て
、
日
記
の
内
容
が
鵜
呑
み
に
さ
れ
、
一
人

の
声
を
超
え
た
意
思
や
思
想
が
過
剰
に
読
み
込
ま
れ
る
場
面
を
何
度
も
見

て
き
た
。
そ
の
と
き
紙
面
に
響
く
様
々
な
ノ
イ
ズ
に
耳
は
塞
が
れ
、
書
き

手
の
声
と
生
活
の
証
は
暴
力
的
に
一
義
化
さ
れ
て
し
ま
う
。

そ
う
し
た
危
険
を
回
避
す
る
た
め
必
要
な
の
は
、
日
記
を
研
究
者
の
期

待
に
応
え
る
都
合
の
よ
い
資
料
と
し
て
で
は
な
く
、
異
質
な
「
他
者
」
と

し
て
向
き
合
う
態
度
で
あ
ろ
う
。
虚
実
が
混
ざ
り
、
読
み
手
の
解
釈
に
よ

り
相
貌
を
新
た
に
し
、
書
き
手
が
想
像
し
な
か
っ
た
意
味
が
見
出
さ
れ
る

こ
と
。
換
言
す
れ
ば
、
日
記
を
学
的
関
心
の
「
問
い
」
に
応
え
る
論
拠
で

は
な
く
、
真
摯
に
向
き
合
う
こ
と
で
ま
さ
し
く
そ
こ
か
ら
新
鮮
な
「
問
い
」

が
生
ま
れ
る
磁
場
と
捉
え
る
こ
と
に
他
な
ら
な
い
。

一
見
し
て
事
実
性
が
担
保
さ
れ
が
ち
な
日
記
資
料
に
こ
そ
、
テ
ク
ス
ト

の
一
義
的
な
理
解
を
抑
制
し
、
あ
る
い
は
抗
っ
て
き
た
文
学
研
究
の
蓄
積

と
視
座
を
活
か
す
べ
き
で
は
な
い
か
。
近
代
日
本
に
お
け
る「
書
く
こ
と
」

の
歴
史
を
問
い
、
様
々
な
文
脈
で
の
「
自
己
語
り
」
の
構
造
を
明
ら
か
に
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す
る
た
め
に
不
可
欠
な
資
料
批
判
の
作
法
を
、
文
学
研
究
は
豊
富
に
有
し

て
い
る
。
日
常
的
に
自
己
を
綴
る
日
記
行
為
を
手
が
か
り
と
し
た
「
書
く

こ
と
」
の
歴
史
の
理
解
の
深
化
は
、「
読
む
こ
と
」
の
研
究
成
果
と
あ
わ
せ

て
、
近
代
日
本
に
お
け
る
「
読
み
書
き
」
の
歴
史
の
理
解
を
豊
か
に
す
る

筈
で
あ
る
。
そ
の
よ
う
な
研
究
の
進
展
は
私
小
説
研
究
の
成
果
を
逆
照
射

し
、
文
学
テ
ク
ス
ト
に
お
け
る
「
自
己
語
り
」
の
構
造
分
析
に
新
た
な
光

を
も
た
ら
す
こ
と
に
も
繋
が
る
で
あ
ろ
う
。

日
本
は
「
日
記
の
国
」
で
あ
る
と
言
わ
れ
る
。
私
小
説
の
独
自
性
の
起

源
が
平
安
以
来
の
日
記
文
学
に
求
め
ら
れ
る
こ
と
も
少
な
く
な
い
。
本
質

主
義
的
な
日
本
文
化
論
の
是
非
は
さ
て
お
き
、
な
ぜ
そ
の
よ
う
に
言
わ
れ

る
ほ
ど
の
日
記
の
文
化
が
近
代
に
栄
え
た
の
か
。
ま
ず
必
要
な
の
は
、
そ

れ
を
聞
き
心
地
の
良
い
文
化
的
な
持
続
性
の
議
論
か
ら
一
旦
切
り
離
し
、

明
治
以
降
に
制
度
化
さ
れ
発
達
し
た
極
め
て
近
代
的
な
現
象
と
し
て
捉

え
、
そ
の
文
化
を
「
書
く
こ
と
の
近
代
」
の
文
脈
に
位
置
づ
け
る
こ
と
で

あ
る
。
そ
う
し
た
抑
制
的
な
試
み
の
過
程
で
、
近
世
以
前
と
の
連
続
と
断

絶
は
改
め
て
問
題
と
し
て
浮
上
す
る
で
あ
ろ
う
。
更
に
そ
の
よ
う
な
近
代

日
本
の
書
記
文
化
が
、
私
小
説
が
そ
う
見
做
さ
れ
る
よ
う
に
、
ど
の
よ
う

な
意
味
で
日
本
に
「
独
自
的
」
と
言
え
る
の
か
を
、
学
際
的
・
国
際
的
な

研
究
体
制
で
検
証
す
る
こ
と
も
今
後
の
大
き
い
課
題
と
言
え
よ
う
。

注
(
)
プ
ロ
グ
ラ
ム
の
詳
細
は
、
http://diaryculture.com
で
閲
覧
さ
れ

1
た
い
。
な
お
、
今
後
の
研
究
活
動
に
ご
関
心
の
あ
る
方
は
、

nikkiken.m
odernjapan@
gm
ail.com
ま
で
ご
連
絡
頂
け
れ
ば
幸
い
で

あ
る
（
代
表
田
中
祐
介
）。

(
)
｢各
種
『
日
記
帳
』
風
景

一
年
の
日
の
数
よ
り
も
ま
だ
多
い
」『
東
京

2
朝
日
新
聞
』
一
九
三
一
年
十
二
月
二
〇
日
、
朝
刊
、
一
六
頁
。

(
)
田
中
祐
介
・
土
屋
宗
一
・
阿
曽
歩
「
近
代
日
本
の
日
記
帳
―
―
故
福
田

3
秀
一
氏
蒐
集
の
日
記
資
料
コ
レ
ク
シ
ョ
ン
よ
り
」『
ア
ジ
ア
文
化
研
究
』

第
三
九
号
、
二
〇
一
三
・
三
、
二
三
七
〜
二
七
二
頁
。

(
)
デ
ヴ
ィ
ッ
ド
・
ヴ
ィ
ン
セ
ン
ト
『
マ
ス
・
リ
テ
ラ
シ
ー
の
時
代

近
代

4
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
に
お
け
る
読
み
書
き
の
普
及
と
教
育
』
北
本
正
章
監
訳
、
新

曜
社
、
二
〇
一
一
年
、
一
五
五
頁
。

(
)
高
橋
修
「
作
文
教
育
の
デ
ィ
ス
ク
ー
ル
―
―
〈
日
常
〉
の
発
見
と
写
生

5
文
」
小
森
陽
一
・
紅
野
謙
介
・
高
橋
修
編
『
メ
デ
ィ
ア
・
表
象
・
イ
デ
オ

ロ
ギ
ー
―
―
明
治
三
十
年
代
の
文
化
研
究
』
小
沢
書
店
、
一
九
九
七
年
、

二
五
八
頁
。

(
)
http://do-cks.net/w
orks/publication/book01/

6(
)
イ
ル
メ
ラ
・
日
地
谷
＝
キ
ル
シ
ュ
ネ
ラ
イ
ト
「
ド
イ
ツ
に
お
け
る
日
本

7
文
学
―
―
振
り
返
る
視
点
と
未
来
へ
の
視
点
」『
日
本
近
代
文
学
』
第
九

〇
集
、
二
〇
一
四
年
五
月
、
一
三
八
頁
。

【
付
記
】
本
稿
は
科
学
研
究
費
（
若
手
研
究
Ｂ
「
未
活
字
化
の
日
記
資
料
群

か
ら
み
る
近
代
日
本
の
青
年
知
識
層
に
お
け
る
自
己
形
成
の
研
究
」）
の

成
果
で
あ
る
。

【
キ
ー
ワ
ー
ド
】
日
記
、
修
養
、
自
己
表
象
、
読
書
文
化
、
書
記
文
化

（
た
な
か
・
ゆ
う
す
け
／
明
治
学
院
大
学
）
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